
京都大学大学院

人間・環境学研究科

奈良国立文化財研究所の担当する客員部門が、京都大

学の教養部の改組に伴って設立された独立大学院、人

間・環境学研究科の中の文化・地域環境学の環境保全発

展論講座に発足して、４年が過ぎた。当初の教' 向は、教

授が町田章、牛川喜幸、沢、正昭、助教授が浅川滋男、

松井章であったが、1 9 9 6年に牛川喜幸が、1 9 9 8年には町

田章が転出することとなった。それに対して19 9 6年に1 1｜

中敏史が、1 9 9 7年には光谷拓実が教授として参加し、現

在、教授３名、助教授２名のもとで、博士課程３名、修

士課程６名の計９名の大学院生が学び、1 9 9 8 年４月から

さらに３名の大学院生を受け入れることとなっている。

現在の大学における考古学教育は、文学部の考古学講

座あるいは専攻が主体であるが、多岐にわたる現代の考

古学の発掘技術や研究対象を網羅しているとは言えず、

関連領域を包括する新しい教育体系を必要としている。

本講座では各学年、２名ないし３名の少数の大学院生を

受け入れており、院生１人１人が、原盗料を扱い、実験

機器などの利用ができるように配慮している。院生の学

部での専攻は、考古学のほか、文学部日本史、地理、工

学部建築、化学などで、本講座では広い視野を身につけ

た新しい研究方法を身につけることを要求される。各教

官は、原則として京都大学で週１時限の講義を担叫し、

必要に応じて演習、実習などを適宜、院生と相談の上、

大学外の施設や奈文研などで行っている。院生は、１年

次は京大での講義が多いが、修論を控えた２年次から奈

文研における研究が主体となる。京大においては、人

間・環境学研究棟に奈文研の共同研究室があり、コンピ

ューター、ＡＶ機器、基本似I 沓などの備品、設備を備え、

教官、院生とも自1 1 1 に利用している。奈文研においては

院生控室があるが、すでに手狭で、実際には各教官の保

有するスペースの一部を割いて学生のために確保し、盗

料を扱い論文を作成することとなる。

各教官の講義内容については、以下のようである。

住環境保全論（山中敏史）

日本古代の都城・地方官簡・寺院・集落・豪族居館な

どの遺跡を取り上げ、その分析作業を通じて、律令国家

の形成過程・変遷や歴史的特質を追求すると共に、各地

域の歴史的・政治的・地理的諸環境と国家による地方支

配との関わりについて考察を行う。

住環境保全論（浅川滋男）

人と環境の根本的関係を振り返りながら、文化遺産・

文化財の保存動向から、Ｈ本とアジア、世界における住

環境の現状を把握し、その保全の実態と方向性を総括的

に論ずる。あわせて、様々 な実例についても検討を加え、

住空間保全の基礎概念を確立する。

考古環境学論（町田章、1 9 9 8 . 3より転出）

１１個の新石器時代遺跡を取りあげて、地域・時期によ

る居住環境の変遷をさぐる。

文化財保存科学論（沢田正昭）

考古学における保存科学技術の重要性。従来考古学で

は安定した遺物、つまり_ ' 二器、石器、金属器などが研究

の中心であった。近年、大規模で地中深く地下水に浸さ

れた世跡も発掘可能になったことから、脆弱な木器、金

属器に関する研究が発達してきた。本研究ではその事例

を巾圃考古学の成果に求めて、考. 占学と保存科学との密

接な共' １１研究のあり方を追求するものである

文化財保存調査方法論（光谷拓実・松井章）

文化財の遺存状況は千薙万別であり、なかでも有機遺

物の調査研究を実施するには、それぞれの状況を把握し、

それに応じて適切な調査法を決定することが必要にな

る。そのため、動植物遺体に関して様々な理化学的方法

を採川して精査することとなる。本誰座では光谷が年輪

年代学と械物利川を、松井が動物および環境考古学につ

いてそれぞれの分野の研究の現状と問題点を考察する。

奈文研の講座の学生募集では、特に考古学、保存科学、

建築史学をうたっておらず、住環境保全論、考古環境学

論、文化財保存科学論、文化財保存調査法論の４つの分

野に分かれ、広く文化財諸分野を学ぶ学生に門戸を開い

ている。将来的にも学部を持たない大学院大学として、

奈文研の京大における誰座は、従来の文学部、理学部、

工学部といった学部教育の枠にとらわれずに、広い意味

での文化財学、文化財科学の確立をめざして、教育体制、

研究環境などの充実のために教官、院生とも努力を積み

重ねているところである。

（松井章）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ６７




